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 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 

 



 
 

５月１５日開催津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第１７回） 

開催結果 

 

１ 決定事項 

（１）市施設の再開状況及び三重県指針等を踏まえた市施設の運営方針につい

て（税務・財産管理担当） 

   前回の津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第１６回）におい

て、市休止施設（５０７施設）の再開に関する基本的な対応方針について

決定し、その後、各所管部局と協議、調整を行い、適切な感染症防止対策

を講じた上で順次休止施設を再開することとし、当初の休止期間である５

月３１日を前倒しして既に再開した施設は、本日分を含め現時点で３１２

施設であり、また、前倒しして再開することを決定した施設を含めると、

合計で４９８施設となりました。 

   残りの９施設については、学校給食の関係で再開時期を６月１日と決定

した学校給食センター３施設のほか、予約制の導入など再開に向けた準備

の関係で再開時期を検討中のものなどが６施設あります。 

  このような状況の中で、５月１４日、国は三重県を含む３９県の緊急事

態宣言を解除、基本的対処方針を変更し、本日、１５日、県は緊急事態措

置を解除して「三重県指針」を発出しました。 

国の基本的対処方針や「三重県指針」においては、今後も持続的な対策

が必要になるという認識の下、「新しい生活様式」の定着を図ることや、

特定警戒都道府県との人の移動は、感染拡大防止の観点から避けるよう促

すとともに、これまでクラスターが発生しているような施設や「三つの密」

のある場についても、外出は控えるよう促しています。 

これらのことを踏まえ、本市施設の運営に当たっての３つの基本的な方

針を定めることとします。 

１点目は、人の移動の自粛について、「三重県指針」においては、特定

警戒都道府県から三重県への移動の自粛の協力を求めていることから、国

内において一部区域でも緊急事態宣言が出されている期間中においては、

予約制の導入など施設の状況に応じて適宜工夫しながら、特定警戒都道府

県からのご利用は、自粛要請を行い、また、特定警戒都道府県以外の県か

らのご利用については、感染拡大防止の観点から控えていただくようお願

いすることとし、施設のご利用者や周辺の住民が不安を抱かれることのな



 
 

いよう十分に配慮することとします。 

２点目は、施設の活動内容の制限について、「三重県指針」においては、

施設の活動内容に関して特に自粛要請が求められていないことから、施設

の活動内容に関する特段の制限は設けないこととしますが、今までのクラ

スター発生事例を踏まえ、同種や類似する活動を行う場合は、３点目に掲

げる施設の特性や利用の実態に応じた感染症対策の徹底はもとより、クラ

スター発生の回避策を十分に講じることとします。なお、県内においてク

ラスター発生事例が生じるなど「三重県指針」の見直しが行われ、施設の

使用休止要請がなされた場合は、発生事例を踏まえた利用自粛要請を行う

こととします。 

３点目は、「新しい生活様式」を取り入れた感染防止対策の徹底につい

て、感染拡大の防止と社会経済活動の両立を図るうえで、「新しい生活様

式」の確実な実践が不可欠であるとされていることから、「新しい生活様

式」の実践例や、基本的対処方針及び「三重県指針」並びに業種や施設の

種別に応じたガイドラインなどを踏まえ、引き続きそれぞれの施設の特性

や利用の実態に応じた適切な感染症対策を徹底していくこととします。 

   以上の３点を現下における基本的な運営方針としますが、新型コロナウ

イルス感染症との戦いは長丁場が予想されることから、今後の県内の感染

状況に常に注視しながら、感染拡大の第二波発生による再度の緊急事態措

置が発出された場合における施設の再休止への備えについては、各所管部

局において十分に留意してください。 

   【前倒して再開を決定した施設（うち既に再開した施設）】 

     集会施設  ２１７（１８７） 

     文化施設   ３０（ ２９） 

     スポーツ施設 ８７（ ５１） 

     産業施設    ５（  ４） 

     観光施設   ２１（  １） 

     教育児童施設１１０（ １５） 

     福祉施設   １７（ １５） 

     保健医療施設  ６（  ６） 

     庁舎等     １（  １） 

     処理場     １（  １） 

     公園      ２（  ２） 



 
 

     斎場等     １（  ０） 

合計    ４９８（３１２） 

（２）市主催イベントの開催判断の考え方について（危機管理部） 

   ５月１４日、国の新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針の変

更及び５月１５日午前、三重県が示した『三重県指針』を踏まえ、特定警

戒都道府県にお住まいの方の参加は自粛いただき、特定警戒都道府県以外

の他県にお住まいの方の参加は控えていただくようお願いしながら、市主

催イベントの開催判断の考え方については、 

・ 特定警戒都道府県での開催 

・ 参加者が不特定となるイベント 

・ 参加者が特定できる場合でも全国的かつ大規模な催物で、感染防止 

対策を十分に講じることができない場合 

については、中止または延期とすることとします。 

   なお、イベント開催の可否を判断するに当たっては、 

・ 屋内であれば１００人以下、かつ収容定員の半分以下の参加人数に 

すること 

   ・ 屋外であれば２００人以下、かつ人と人との距離を十分に確保でき 

ること（できるだけ２ｍ） 

  を目安としつつ、適切な感染防止対策を徹底の上、開催することとします。 

   また、特定警戒都道府県以外の他県での開催については、当該県のイベ 

ント開催及び移動に関する方針に留意し、慎重に検討することとします。 

   これに該当しないイベントについても、開催する場合は、注意事項の事 

前周知や「三つの『密』」の回避など、適切な感染防止対策を徹底し、実 

施することとします。 

 

 

２ 報告事項 

（１）５月１１日、１４日、市長メッセージの発信について報告（危機管理部） 

   市長が、５月１１日に市長メッセージ⑦、５月１４日に市長メッセージ 

⑧を市民の皆様に向けて、新型コロナウイルス感染症に関するメッセージ 

を発信しました。 

（２）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の考え方について報

告（政策財務部） 



 
 

   新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について、５月１日、 

国から津市に対して第１次配分額（限度額）７億３，４５５万８千円の提

示があり、既に県との協調により実施する、新型コロナウイルス感染症拡

大阻止協力金に３億７，５００万円を充当することを決定したことから、

市の独自施策に活用することとしてとりまとめを行うこととした額は３億

５，９５５万８千円となりました。 

   このことから、全庁的に津市独自の事業についてとりまとめた結果、新

型コロナウイルス感染症に起因する制約により市民生活や経済活動が受け

た多大な影響を緩和し、引き続き、感染防止対策を講じつつ、今後、新た

な市民生活様式の定着に伴い様々に変化する暮らしや経済の状況に対応す

るため、特に影響の大きい子育て世帯及び事業者への支援として、 

   ①子育て家庭への家計支援 

   ②売り上げが減少している事業者への支援 

   ③すべての家計と事業者への支援 

  の３つの柱により施策に取り組むこととしました。 

   また、その財源として新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金３億４５５万８千円を活用することとし、残る５，５００万円の交付金

については、交付金事業の実施計画提出期限である５月２９日までに対象

事業を取りまとめることとしました。 

（３）市民生活・地域経済への津市独自支援策について報告（政策財務部） 

津市独自の支援策として、 

① 子育て家庭への家計支援 

   ・ 子育て世帯家計支援事業 事業費４億４，８７９万円 

   ・ 財源 

津市モーターボート競走事業会計からの繰入金４億４，８７９万円 

・ 事業内容 

     小中学校等の臨時休業や保育所等の登園自粛要請により経済的な影

響を受けている子育て世帯の皆さんが、安心して小中学校や幼稚園、

保育所等に通わせることが出来るよう、６月からの３カ月分の給食費

無料化及び給食費相当額の支援を行うとともに未就園の子育て家庭へ

も食費相当額３カ月分の支援 

② 売り上げが減少している事業者への支援 

   ・ 津市事業継続支援金 事業費２億５，０００万円 



 
 

・ 財源 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２億５，０００ 

万円 

   ・ 事業内容 

    売上の減少が前年同月比５０％以上の事業者の事業継続を支援する

国の持続化給付金制度の対象とならない売り上げの減少が前年同月比

３０％以上５０％未満の事業者の事業継続を支援するため、１０万円

を上限に支援 

③ すべての家計と事業者への支援 

   ・ 水道料金の基本料金の無料化 事業費２億３，０８９万２千円 

・ 財源 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金５，４５５万８ 

千円 

  津市モーターボート競走事業会計からの繰入金１億７，６３３万４ 

千円 

・ 事業内容 

     市民生活、経済活動により大きな影響や様々な制約、不安、困難に

直面した全ての家計と事業者を支援するため、水道料金の基本料金を

６月１日以降の検針日の料金から２カ月分を無料 

  ※ 独自事業実施のための財源 

    今回の独自事業の実施に当たっては、国からの交付金３億４５５万８

千円を活用するとともに不足する額についてモーターボート競走事業会

計から繰り入れる１０億円のうち、６億２，５１２万４千円を活用し実

施することとしました。 

なお、当該事業の実施にかかる補正予算については、５月２０日開催の

令和２年第２回津市議会臨時会に提出することとしました。 

（４）今後の独自支援策のための基金の創設について報告（政策財務部） 

   津市モーターボート競走事業会計から、すでに当初予算に計上した繰入

金２０億円に加え、新型コロナウイルス感染症対策により市民生活や事業

活動に様々な影響が生じている状況を鑑み、次の世代に負担を先送りする

ことなく、その難局を乗り越えるために、更に社会への貢献として１０億

円の繰り入れを受けることとしました。 

   この繰入金１０億円については、新型コロナウイルス感染症対策のため



 
 

という目的をもった繰入金であり、今回、独自対策の財源として充当した

残りの３億７，４８７万６千円については、今後、状況の変化により必要

となる市民生活や地域経済への支援策を更に講じるための財源として、基

金を創設して積み立てを行うこととし、「津市新型コロナウイルス感染症

対策事業基金」設置のため条例案について、５月２０日開催の令和２年第

２回津市議会臨時会に提出することとしました。 

（５）市における段階的な学校及び園の教育活動再開について報告（教育委員

会） 

   ５月１４日、国の緊急事態宣言対象区域から三重県が外れたことを受け、

５月１８日から津市立小中学校及び義務教育学校並びに津市立幼稚園を再 

  開し、午前及び午後日課（給食なし）の分散登校等を実施することとしま 

した。 

   また、分散登校等に伴う学校における子どもの緊急受け入れについては、 

放課後児童クラブと学校の間で改めて調整を行い、引き続き対応を行うこ 

ととしました。 

   なお、今後は、６月１日から給食を開始し、平常授業及び平常保育を実

施する予定ですが、新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては変更す

る場合があります。 

（６）津市立幼保連携型認定こども園（１号認定子ども）の段階的な保育再開

等について報告（こども政策担当） 

   津市立幼保連携型認定こども園（１号認定子ども）の段階的な保育再開

については、５月１４日に、新型コロナウイルス感染症に係る国の緊急事

態宣言対象区域から三重県が解除されたことから、５月１８日から津市立

幼保連携型認定こども園（１号認定子ども）の登園を再開し、午前のみ

（給食なし）の保育を実施することとしました。 

   なお、今後の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、６月１日から給

食を開始し、平常保育を実施する予定です。 

   また、津市内の保育所、認定こども園及び地域型保育事業（２号、３号

認定子ども）に係る登園自粛要請（家庭保育の協力依頼）を５月１７日で

終了することとしました。 

   なお、当該自粛要請の終了に伴い、利用者負担額と副食費の減額措置は

終了します。 

（７）子育て世帯への臨時特別給付金の支給について報告（こども政策担当） 



 
 

   ５月１４日、当該給付金の支給対象となる児童手当の受給者１７，０１

９世帯対し案内チラシを送付する事務を完了しました。 

   なお、当該給付金は改めての申請を要しませんが、受給を希望しない方

は、５月２７日までに届出書を提出していただきます。 

   今後、６月１５日に児童手当で指定されている口座に振り込みを行う予

定です。 

   また、公務員等の児童手当受給世帯については、改めて本市に申請して

いただく必要があるため、広報津６月１日号等で６月１日から１１月３０

日までを期限に受付することを周知し、当該対象者への給付は、７月１５

日から随時給付をしていく予定です。 

（８）津まつり、安濃津よさこい及び和船山車事業の中止について報告（商工

観光部） 

   １０月１０日、１１日に開催を予定しておりました、令和２年度津まつ

り及び第２３回安濃津よさこいは、全国から多くの観客、参加者等が集ま

るイベントであり、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を最優先と

するため、５月７日、津まつり実行委員会及び安濃津よさこい組織委員会

において中止が決定されました。 

   なお、来年度については、令和３年１０月９日、１０日に開催されるこ

とが同委員会において決定されました。 

   また、令和２年度の和船山車「安濃津丸」及び一日船長の津まつり大パ 

レードへの参加の中止並びに和船山車貸出の自粛についても、５月１４日、 

和船山車運営委員会において決定されました。 

（９）中国鎮江市からのマスクの寄贈について報告（市民部） 

   本年１月、鎮江市から医療用マスクの不足が見込まれることから、日本

からのマスク流通ルートの紹介について協力依頼がありました。しかし、

既に日本でもマスクの流通自体が不十分な状況でありましたので、その事

情を説明し、２月、津市長から鎮江市長宛に、鎮江市の状況が一刻も早く

沈静化することを祈念したお見舞状を送付しました。 

   また、市民団の派遣等で交流の深い民間団体である津市国際交流協会

（会長 山口久彦）においては、会員から集めた義援金（72,452 円）を、

３月に鎮江市へ送付しました。 

   今回のマスクの寄贈は、こうした津市長からのお見舞状や津市国際交流

協会からの支援に対する感謝の気持ちからその返礼として、送っていただ 



 
 

いたもので、４月３０日に本市に３０，０００枚のマスクが到着しました。 

   このマスクは、医療用のサージカルマスクですので、新型コロナウイル

ス感染症への対応を最前線で行っていただいている、医療従事者の方に活

用していただくため、医療関係機関へ配布することとしました。 

（10）令和２年度久居まつりの中止について報告（久居総合支所） 

   令和２年度久居まつりについては、１０月１７日、１８日、２５日の３ 

  日間「秋の久居まつりの本祭」を、また、１０月１８日に「ひさい版仮装 

大笑」の開催を予定しておりましたが、昨今の新型コロナウイルス感染症 

の状況に鑑み、５月１１日の実行委員会で中止が決定されました。 

 また、本年３月開催の実行委員会において、４月での開催を延期してお 

りました、「春の久居まつり・グリーンフェスティバル」につきましても、 

同実行委員会において、中止が決定されました。 

（11）いちし夏まつり及び一志町ふれあいまつりの中止について報告（総合支 

所） 

８月２日に開催を予定していた令和２年いちし夏まつり及び１１月８日 

  に開催を予定していた令和２年一志町ふれあいまつりを、それぞれの実行 

委員会（４月２４日開催、５月１４日開催）において中止が決定されまし 

た。 

（12）新型コロナウイルス感染症特別定額給付金の申請書発送及び振込の実績

並びにコールセンターでの相談件数について報告（新型コロナウイルス感

染症特別定額給付金等推進担当） 

   特別定額給付金の申請書の発送については、５月１０日より開始し、本

日で全世帯への発送が完了する予定です。 

（５月１５日までに約１２７，０００件（世帯）） 

   また、特別定額給付金の振込については、オンライン申請は５月１１日 

  から、郵送申請は１３日から開始し、昨日、５月１４日までに１，３８９ 

世帯、３，４４８人、３億４，４８０万円の振込を完了しました。 

   なお、５月１１日に設置した特別定額給付金に係る相談コールセンター

での相談件数ですが、５月１４日までに１，８３１件のお問い合わせがあ

り、相談件数の約９割が申請書の記載方法や添付資料についての確認とな

っています。 

（13）津市新型コロナウイルス感染症市民生活相談案内窓口等の相談状況につ

いて報告（危機管理部） 



 
 

   津市新型コロナウイルス感染症市民生活相談案内窓口の相談状況は、開

設以降、５月１４日までの土・日曜日及び祝日を除く２２日間で、２，２

４４件の相談がありました。 

   特別定額給付金の申請書作成に関し、窓口を訪れられる方も多く見受け

られ、昨日１４日は２０５件の相談を受け付けました。 

   これらに対応するため特別定額給付金等推進室と連携するとともに、５

月１３日からは職員の増員も行いながら対応しており、今後も多くの相談

が寄せられることが想定されますので、担当職員が一丸となって対応する

こととします。 

   これ以外に事業者向け相談窓口では、５月１４日までに１，０６２件の

相談を受け付けました。 



 
以下会議資料 

津市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（第１７回） 

 

令和２年５月１５日（金） 

 午後２時～        

本庁舎８階 大会議室Ａ  

 

１ 国・県の動き 

（１）新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安について報告

（健康医療担当） 

（２）国の緊急事態宣言の区域変更及び三重県の対応について報告（危機管理

部） 

 

２ 協議事項 

（１）市施設の再開状況及び三重県指針等を踏まえた市施設の運営方針につい

て協議（税務・財産管理担当） 

（２）市主催イベントの開催判断の考え方について協議（危機管理部） 

 

３ 報告事項 

（１）５月１１日、１４日、市長メッセージの発信について報告（危機管理部） 

（２）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の考え方について報

告（政策財務部） 

（３）市民生活・地域経済への津市独自支援策について報告（政策財務部） 

（４）今後の独自支援策のための基金の創設について報告（政策財務部） 

（５）市における段階的な学校及び園の教育活動再開について報告（教育委員

会） 

（６）津市立幼保連携型認定こども園（１号認定子ども）の段階的な保育再開

等について報告（こども政策担当） 

（７）子育て世帯への臨時特別給付金の支給について報告（こども政策担当） 

（８）津まつり、安濃津よさこい及び和船山車事業の中止について報告（商工

観光部） 

（９）中国鎮江市からのマスクの寄贈について報告（市民部） 

（10）令和２年度久居まつりの中止について報告（久居総合支所） 

（11）いちし夏まつり及び一志町ふれあいまつりの中止について報告（総合支

所） 

（12）新型コロナウイルス感染症特別定額給付金の申請書発送及び振込の実績

並びにコールセンターでの相談件数について報告（新型コロナウイルス感

染症特別定額給付金等推進担当） 

（13）津市新型コロナウイルス感染症市民生活相談案内窓口等の相談状況につ

いて報告（危機管理部） 

 

４ その他 
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